
WEB広告

320×50 320×100300×250

短い広告見出し（全角15文字/半角30文字以内）※最大5つまで設定可 わかやまGoToイートキャンペーン 17

長い広告見出し（全角45文字/半角90文字以内）：1個 わかやまＧｏＴｏイートキャンペーン　地元飲食店を“おいしく”応援 32

広告文（全角45文字/半角90文字以内）※最大5つまで設定可
和歌山の「海の幸・山の幸」を楽しもう。和歌山県内の加盟店で利用できるプレミアム

付食事券。
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消費者の利用促進



感染拡大対応

【感染拡大対応】

事業運営にあたり新型コロナウィルスの感染拡大防止について飲食店ならびに食事券利用者に向けて公
式ホームページなどを活用し注意喚起を促した。

Go To Eatキャンペーン運営期間中は以下2軒の加盟飲食店にて従業員の新型コロナウィルス感染が確認
された。感染事実の発覚後速やかに農林水産省へ所定書式にて報告し、その後は農林水産省の指示により
経過を報告するなど対応した。

（一例目）
2020年11月、和歌山県内飲食店にて、利用客１名と従業員１名の感染が発覚。両名とも無症状であるが

自治体の方針により指定病院にて隔離。
退院後、安全確認の後営業を再開され、キャンペーン終了まで加盟飲食店登録は継続した。

（二例目）
2021年4月、和歌山県内の飲食店にて従業員1名の感染が発覚し軽症であるが、自治体の方針により指定

病院にて隔離治療を受けた。
保健所から店舗へのアルコール消毒と換気の徹底指導を受け、退院後安全確認を経て営業継続、キャン

ペーン終了まで加盟飲食店登録は継続した。
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2020/12/01
【加盟飲食店向け】外食業の事業継続のためのガイドライン改訂について
11月30日（月）に「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（改正）に基づく外食業の事
業継続のためのガイドライン」が改正されましたので、お知らせいたします。
改正点は、以下のとおりとなっており、今回からは、Q＆Aもガイドラインと一体のものとして扱う
こととなりました。
加盟飲食店の皆様に置かれましては、下記より参照頂きガイドラインを遵守頂けますようご協力をお
願い致します。
あわせて農林水産省より送付されます「外食時のお願いポスター」も一部変更となっておりますので、
お知らせいたします。

「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（改正）に基づく外食業の事業継続のためのガイ
ドライン」
「外食時のお願いポスター」

【改正のポイント（下線部分をご参照願います。）】
（客への依頼に関する事項）
・店舗入り口や手洗い場所では、手指を消毒する。
・食事中以外はマスクを着用し、大声での会話は避ける。（P4の一つ目の点）
・着座は、真正面の配置を避ける。他グループとの相席は避ける。
・スプーン、箸などの食器の共有、使い回しを避ける。（P3の最後の点）

（飲食店において努める事項）
・テーブルは、パーティションで区切るか、できるだけ1m以上の間隔を空けて座れるよう配置を工
夫する。（P3の(2）の一つ目の点）
（従来は、「できるだけ2m（最低1m）」
・グループ間もできるだけ1m以上の間隔を空ける。難しい場合は斜め座りなどを工夫する。（従来
は、「横並び」を勧奨）（P3の(2）の４つ目の点)
・ビュッフェ等は、カバー設置、小分け提供、トング等の頻繁な消毒又は交換、手袋の着用を促す等
工夫する。
・換気設備が不十分な店舗や個室は、十分な換気を実施する。（「CO2センサーの仕様による換気状
況の把握」をQ＆Aに記載。）（P5の５の２つ目の点）
・会計は、レジに透明な仕切りを設置、電子マネー等非接触型決済を推奨する。
・飲食店は、店舗の事情に沿った創意工夫を行う。

公式ホームページに感染拡大防止に関する注意喚起を掲載



不正防止対応

【不正防止対応】

不正利用防止の為、自己取引など疑わしい飲食店には事務局より架電し実態のヒアリングを実施した。
また、公式ホームページでも給付金規程についての説明や、自己取引厳禁の旨の注意喚起をし不正利用防
止対策を実施した。

2020年12月21日に全加盟店舗へ送信したメール本文

営業実態のない飲食店の登録や偽装店舗の登録防止の為、事務局にてWEBやSNSで店舗の有無や消費者
の評価の有無などを調査した。

Go To Eatキャンペーン運営期間中に和歌山県では１件の不正利用が発覚し、農林水産省・警察に相談し
対応した。詳細は以下の通り。

2021年10月、飲食店よりコールセンターに入電があり、Go To Eat キャンペーンの不正利用（自己取
引）について告発があった。

当該飲食店を経営している企業から、不正の有無にかかわらずこれまで換金した食事券全ての給付金分
の返金の申し出を受け、売上台帳や食事券購入履歴等をヒアリングし当該飲食店が不正に関わった事実確
認を行った。

農林水産省の指示により警察署へ弊社警察担当顧問同席の下、被害について相談。当該飲食店より被害
相当額の返金を申し出ている点、捜査が困難で事業運営にも支障が出る恐れがある点も考慮し、農林水産
省の承認のもと被害届は提出せず相談のみとした。

また、当該飲食店には速やかに給付額の返金を求め、返金事実を確認し、加盟飲食店登録を解除した。
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公式ホームページに給付金規程についての説明を掲載

わかやまGo To Eat キャンペーン加盟飲食店 各位

日頃はわかやまGo To Eat キャンペーン運営へのご協力を賜り誠に有難うございます。
依然、新型コロナウイルスの影響により厳しい環境が継続しておりますが、引き続き入念な感染予防対策
を実施しながら店舗の運営を宜しくお願い申し上げます。

さて、この度Go To Eat キャンペーン食事券を利用した自己取引と疑わしき事例が発覚致しました。皆
様には加盟飲食店へのご登録の際に自己取引の禁止についてご確認いただいた上でご登録していただいて
おります。

自己取引による不正な利益計上は同意事項に違反する行為であり、発覚した場合は登録抹消など厳しい
対応をとらざるを得ませんので、くれぐれもご注意くださいますよう宜しくお願い申し上げます。

【自己取引に該当する例】

・現金で収受した食事代を飲食店関係者が購入した食事券と交換して換金手続きをする。

・経営者や関係者が自身の飲食店で食事券を利用して飲食をしたり、テイクアウトの食事を購入する。



問い合わせ対応

コールセンター 概 要

令和2年 令和3年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

センター営業日(平日のみ) 5 19 20 19 18 23 21 18 

管理者席数 3 3 2 2 2 2 2 2 

スタッフ席数 21 21 14 8 5 5 5 5 

合計
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

センター営業日(平日のみ) 22 20 21 20 20 20 20 289 

管理者席数 2 2 2 1 2 2 1 33 

スタッフ席数 5 4 4 4 4 2 1 131 

主な作業内容

●マニュアル・ FAQ等の資料作成
●加盟店舗の登録内容の確認

●シフト作成 ●登録内容、不備解消発信

●研修

●食事券利用者様からの問合わせ対応 ●加盟店舗様からの問合わせ対応

・食事券の購入場所、
購入方法についての問合わせ

・加盟店登録や登録内容変更の問合わせ

・食事券破損時の問合わせ ・食事券換金、振込についての問合わせ

・利用出来る店舗に関する問合わせ ・換金ツールやポスター等の郵送物手配

など

コールセンター要員配置計画
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事業期間中はコールセンターを設置し（ビーウイズ株式会社に再委託）、利用者・加盟飲食店からの問い合
わせに対応した。

名称 わかやまGoToEatキャンペーン 事務局

キャンペーン期間 令和2年10月30日(金) ～ 令和3年09月30日(木)

運営期間
令和2年10月30日(金) ～ 令和3年12月28日(火)
※土日祝・年末年始休業（12月29日~01月03日）

所在地
和歌山県和歌山市黒田1丁目2-17
アズマハウスビル5F

対応時間 平日 9:30 ～ 17:00 ( 土日祝・年末年始は除く )

電話番号 TEL：0570-032-789 FAX：073-403-2389

メールアドレス gotoeat-wakayama@bewith.net



弊社のセキュリティ対策

物理的
施策

人的
施策

技術的
施策

物理的対策

✓ フロアには手荷物持込不可とし、オフィス内の一切の物品に関する持出しを制限いたします。
✓ Need To Knowの原則に従い、業務・役職ごとに入室制限を行います。特に、センター内には、業務に関係しない社員の入室を制限いたします。
✓ また、マシンルームへの入室はITマネジメント部部員のみ入室を可能といたします。
✓ コールセンタ内では、IDカード（顔写真付）を見えるところに携帯することを義務付けており、所持していない場合は入室することができません。

人的対策

✓ スタッフ個々人と秘密保持契約を締結した上で、
セキュリティ教育（研修／ハンドブックの配布な
ど）を実施し、徹底した意識付けを行います。

✓ データ取扱責任者／データ取扱者を配置し、シス
テム面／組織面における監視を徹底します。

✓ 定期的に内部監査を実施することにより、定めら
れたセキュリティ対策が遵守されていることを確
認いたします。

✓ ISO27001：2005（BS7799-2:2002及びISMS認
証基準(Ver2.0)を移行）に関連する外部機関の情
報セキュリティ審査（監査）を定期的に受けるこ
とにより、セキュリティレベルを維持・向上しま
す。

✓ 規定に対する違反が認められた場合は、就業規則
における懲戒を適用いたします。

技術的対策

✓ センターの業務用ネットワークは業務単位ごとに独立
しており、業務間及び社内ネットワークから完全に切
り離して適用いたします。

✓ サーバー、ファイル、システムに対して、IDとパス
ワードによるアクセス制限を設定いたします。

✓ 業務用PCは、FDの使用を制限し、Internetの接続先
を制限いたします。

✓ 業務用PCには、アクセス管理ツールをインストール
し、不正アクセス禁止、アクティブログの収集を行い
ます。

センター入り口の
IDカード/電子ロック錠

セキュリティ
ハンドブック セキュリティ研修風景

個人情報保護に
関する研修資料

コールセンタ入り口前の手荷物ロッカー
（センタ内への私物持込の禁止）

 個人情報保護施策は[物理的]・[技術的]・[人的]観点より施策を講じた。

セキュリティマネジメント体制

内部監査チーム セキュリティマネジメント室

当社はクライアント様からの機密情報を扱うことから、
情報セキュリティ・マネジメントを専門的に行う部署
「セキュリティマネジメント室」を設置し、情報セ
キュリティ対策を行っております。

また、各部門においては、セキュリティ管理責任者
（部門長）・セキュリティ管理担当者（マネジャー以
上）を配置し、部門ごとのセキュリティ対策を講じて
おります。

（2） 内部監査体制

内部監査チーム

部／本部

セキュリティ管理責任者

セキュリティ管理担当者

部／本部

セキュリティ管理責任者

セキュリティ管理担当者

部／本部

セキュリティ管理責任者

セキュリティ管理担当者

当社では、当社が認証取得する情報セキュリティ関連規格の要求事項に記述された内容に従って、
ISO27001の運用が適正に行われているかどうかのチェックを行う監査体制が構築されております。
外部就労者を除き、当社内の全ての部署は1年間に定期監査とセルフ監査を1度ずつ受けております。

1. 定期監査
半年に1 回の頻度で行う内部監査を「定期監査」と
し実施しております。定期監査は、内部監査チーム
が各部門を回って実施します。

2. セルフ監査
半年に1 回の頻度で行われる定期監査を受けない部
署が、その代わりに部内でセルフチェックのために
実施する内部監査を「セルフ監査」し内部監査を行
います。

セキュリティマネジメント室

（1）組織的セキュリティ体制

セキュリティ委員会

セキュリティ委員会

 セキュリティに関する組織的対策は以下の通り。

セキュリティ
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部／本部

セキュリティ管理責任者

セキュリティ管理担当者

部／本部

セキュリティ管理責任者

セキュリティ管理担当者

部／本部

セキュリティ管理責任者

セキュリティ管理担当者

問い合わせ対応




